
高 校 大 学

時間割
決まった時間割で

同じクラスの人と授業を受ける
時間割は自分で作成する
（各自で時間割が異なる）

必修科目以外は自分が学びたい科目を選んで修得できる！

教室 基本固定の教室で授業を受ける
授業ごとに様々な教室で

授業を受ける

講義室や実習室、ゼミ室などの多様な教室が！

出欠席
毎朝担当の先生が確認 出欠席は自分で管理する

欠席しても先生からの確認電話は来ません！あくまで欠席は自己責任！
※ただし、欠席する場合は事前にメール等で連絡しておくのがマナー

授業内容 教科書に沿った受動的な学び
自分で課題を発見して解決する

能動的な学び

大学では主体性をもって学ぶことが重要です！

授業時間 ５０分授業 ９０分授業

大学になると授業時間は約２倍に！？

教員
教員免許を取得した先生

教育者/研究者の
ダブルフェイス

大学の先生は各分野のエキスパート！
実務経験の豊富な先生も多く、より専門性の高い知識やスキルを

教えてもらえる！

情報収集

先生が教えてくれる 自分自身で情報を集める

高校では先生が色々な情報を教えてくれましたが、大学では履修登録
などの各種手続き方法や教室の変更情報など、必要な情報は自分で得

ないといけません！
※本学では主にWebポータルで確認できます

課外活動
先生の指導を受けながらの活動 自発的に活動を選択して参加

大学では、課外活動の選択肢、自由度、責任感が大きくなります！

責任
大学では自由度も大きい分、責任も大きくなります！

学校生活でも普段の生活でも何かあった時には
自分で責任を取る必要があります！



前期 １講時 ２講時 ３講時 ４講時 ５講時 ６講時

月 基礎数学Ⅰ
（必修）

ICT入門
（必修）

火 ビギナーズセミ
ナーⅠ（必修）

医学概論
（必修）

医療情報学概論
（必修）

水 プログラミング入
門（必修）

プログラミング入門
（必修）

木 解剖学
（必修）

医療事務総論
（必修）

情報の世界
（選択）

金 生物学（選択）
日本語アカデミッ
ク・ライティング

（必修）

後期 １講時 ２講時 ３講時 ４講時 ５講時 ６講時

月 臨床医学総論
（必修）

火 ビギナーズセミ
ナーⅡ（必修）

コンピュータシステ
ムⅠ（必修）

水 診療報酬請求事務
論（選択）

生理学
（必修）

ReadingⅠ
（必修）

電子工学Ⅰ
（選択）

医用機器学概論
（選択）

木 化学
（選択）

医用工学概論Ⅰ
（選択）

病理学
（選択）

金 物理学
（選択）

心理学
（選択）

応用数学Ⅱ
（必修）

前期 １講時 ２講時 ３講時 ４講時 ５講時 ６講時

月 ゼミナールⅢ（必
修）

火
水 中国語会話Ⅰ

木
金

後期 １講時 ２講時 ３講時 ４講時 ５講時 ６講時

月 卒業論文
（必修）

火
水
木
金

１年生は基礎科目が多く、授業数も多い！２年生以降専門科目も増えていく！
４年生は授業が少ない分、就職活動や卒業論文・ゼミナールが忙しくなるよ！



前期 １講時 ２講時 ３講時 ４講時 ５講時 ６講時

月 医用情報処理工学
Ⅰ（必修）

応用数学Ⅰ
（必修）

火 ビギナーズセミ
ナーⅠ（必修）

医学概論
（必修）

医療情報学概論
（必修）

水

木 解剖学
（必修）

電子工学Ⅰ
（選択）

情報の世界
（選択）

金 生物学
（選択）

後期 １講時 ２講時 ３講時 ４講時 ５講時 ６講時

月 物性工学
（選択）

臨床医学総論Ⅰ
（選択）

火 ビギナーズセミ
ナーⅡ（必修）

医用情報処理工学Ⅱ
（必修）

材料工学
（選択）

電子工学Ⅰ
（選択）

水 生理学
（必修）

ReadingⅠ
（必修）

電子工学Ⅰ
（選択）

医用機器学概論
（選択）

木 化学
（選択）

医用工学概論Ⅰ
（選択）

金 簿記原理システム論
Ⅱ（選択）

システム開発基礎
Ⅱ（必修）

前期 １講時 ２講時 ３講時 ４講時 ５講時 ６講時

月 麻酔学
（必修）

手術・集中治療学
（必修）

ゼミナール
（必修）

火 病院情報システム概
論（選択）

水 医用機器システム管
理学（必修）

木 免疫学
（必修）

公衆衛生学
（必修）

金 臨床工学関係法規
（必修）

後期 １講時 ２講時 ３講時 ４講時 ５講時 ６講時

月
卒業論文
（必修）

火
水
木
金

１年生は基礎科目が多く、授業数も多い！２年生以降専門科目も増えていく！
４年生は授業が少ない分、就職活動や卒業論文・ゼミナールが忙しくなるよ！

臨床工学専攻の学生は資格試験対策なども！
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